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１ アフターコロナを見据えた中期的展望

１

ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル、デジタル社会構築の理念の下、

「５つの未来創生」の実現を目指します

２

３

４

５

新ビジョンの策定

循環経済・産業拠点の創出 ～川内港臨海ゾーン整備～

雇用の創出

交流の創出

甑医療体制の整備
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１ アフターコロナを見据えた中期的展望

１ 新ビジョンの策定

2

「第３次薩摩川内市総合計画」策定に向けて、市民自身が長期的視点に立ち、本市のあるべき姿を展望しながら、

まちづくりに関して市民と行政が対話する場として「薩摩川内市まちづくりデザイン会議」を設置

【組織体制】

■ 市民で構成する全体会議、座長会議及び４分科会
■『全体会議に委員長（有識者）と副委員長（４座長）』、
『各分科会に座長と副座長』を置く

【スケジュール】
令和４年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

・公募
・委員選定

★
発足

・まちづくりデザイン会議の活動期間

●
市へ
提言 ・報告会

振返り
現状分析

課題
設定

今後の
方向性

提言案
まとめ

まちづくりデザイン会議の検討フロー

全体会議（６０名）

座長会議（８名）

まちづくり

未来政策

行政管理

暮らし・安全

市民安全・消防

建設・水道

福祉・教育

保健福祉

教育

産業振興

農林水産

経済ＣＳ

４分科会（１５名／分科会）

＜ 分科会名称 ＞

＜ 担当部局 ＞



１ アフターコロナを見据えた中期的展望

２ 循環経済・産業拠点の創出 ～川内港臨海ゾーン整備～

① 唐浜地区国際物流ターミナルの整備促進・供用

② 川内（火力）発電所跡地（３２ha）の活用

③ 川内港久見崎みらいゾーンの分譲・企業立地

④ 南九州西回り自動車道 阿久根川内道路
薩摩川内水引IC～（仮称）湯田西方ICの事業促進

⑤ 重要港湾川内港～南九州西回り自動車道間の
アクセス道の事業化促進

⑥ 川内川高潮対策事業
（川内川左岸（滄浪地区）高潮堤防整備）の事業促進
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１ アフターコロナを見据えた中期的展望

薩摩川内市役所

４－②
旧川内市民文化ホール跡地活用施設

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場
薩摩川内市総合運動公園

（軟式野球・バスケット・空手道・バウンドテニス）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

樋脇屋外人工芝競技場
（ホッケー）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

丸山自然公園
（ホッケー）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

入来総合運動公園
（ウエイトリフティング）

３－①
東郷工業用地

分譲面積 ０．９ha

３－②
新規就農者育成拠点施設

３－①
高城産業用地開発事業
事業規模 約１２ha

３－①
入来工業団地

分譲面積 １０．１ha
（うち分譲済面積 ２．２ha）

（仮称）湯田西方IC
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３

４

雇用の創出

交流の創出

２

５ 甑医療体制
の整備



２ 令和４年度当初予算総額

健全で持続可能な未来創生予算

企業会計特別会計

一般会計

５３４億７千万円
前年度比 ＋1.5％

２６３億７千万円
前年度比 ＋1.8％

５３億４千万円
前年度比 △3.2％

９会計 ３会計

全会計総額 ８５１億８千万円
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２ 令和４年度当初予算総額

実質的な予算規模

令和４年度一般会計当初予算 ５３４億７千万円

５億３千万円

実質的な予算規模 ５４０億円

再掲

令和３年度に前倒しで予算措置し
令和４年度へ繰り越す事業費

＋

＝
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３ 当初予算における主な事業等

（１）新型コロナウイルス感染症への対応

１回目 ２回目 ３回目

【ワクチン接種の状況】 ※令和４年３月３０日現在

６５歳以上

１２歳以上６４歳以下

計

９８．１％

８７．９％

９１．６％

９７．６％

８７．４％

９１．１％

８１．５％

２４．４％

４５．１％

【３回目接種券の発送及び接種時期】

・ 医療従事者‥‥‥‥２回目の接種完了から６か月経過後（２か月前倒し）
・ １８歳以上の方‥‥２回目の接種完了から６か月経過後（２か月前倒し）
・ １２歳以上１７歳以下の方‥‥２回目の接種完了から６か月経過後（４月から実施）
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【小児接種：５歳以上１１歳以下】

・ 接種券‥‥発送済み
・ 接種‥‥‥市内４小児科医院で３月２０日から実施中（3/30現在２０９人接種）

今後は市集団接種及び小児科医院以外の医療機関においても接種予定



① 営業時間短縮要請協力金事業
～新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、

県からの営業時間短縮要請に応じた事業者への協力金のうち１割を負担～

② 地域経済対策事業（地域の商いパワーアップ事業）
～新型コロナウイルス感染症の影響で厳しい状況にある地域経済の活性化のため、

川内商工会議所等が行う消費喚起の取組への支援を実施～

③ 企業支援事業（小規模事業者持続化支援事業）
～新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越えるため、

販路開拓や商品開発に取り組む市内事業者への支援を実施～

３ 当初予算における主な事業等

（１）新型コロナウイルス感染症への対応
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④ 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業
～緊急小口資金等の貸付限度額に達しているなど

生活保護に準ずる水準の困窮世帯に対し支援金を支給～

⑤ 既存住宅改修環境整備事業
～新型コロナウイルス感染症により影響を受けている住宅関連産業の活性化のため、

市民が市内の施工業者を利用し、既存住宅の改修を行う場合に費用の一部を補助～

‥‥その他２３事業を実施

３ 当初予算における主な事業等

（１）新型コロナウイルス感染症への対応
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【令和３年度繰越事業】

⑥ キャッシュレス決済による消費喚起事業
～飲食店の利用を促進し、経済活動の回復と消費拡大を図るため、

キャッシュレス決済による消費喚起を実施～

〇 キャンペーン期間：令和４年４月１日（金）～５月３１日（火）［２か月間］
〇 対象決済サービス：「Ｐａｙどん」「ＰａｙＰａｙ」「ａｕ ＰＡＹ」「ｄ払い」
〇 キャンペーン概要：対象店舗での決済額の３０％（１円相当未満切り捨て）をポイント付与
〇 付与上限 ：１回当たり４，０００円相当、期間中３０，０００円相当

⑦ 新型コロナウイルス感染症関連事業回復支援事業
～新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者を支援するため、

国の「事業復活支援金」の支給を受けた事業者に対し、支援金を交付～

３ 当初予算における主な事業等

（１）新型コロナウイルス感染症への対応

このポスターが目印！
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（２）総合戦略の展開

雇
用

① ジモト就職ジョブマッチング事業
人手不足の解消のため、マッチング事業や市内企業の求人情報の発信を実施

② 地域産物販売拡大連携促進事業
農林水産物を活用した新たな商品化や市外の商工業者と連携した

仕組みづくりの支援を実施

③ かごしまＵＩＪターン移住支援事業
東京圏からの移住促進を図るため、

県が運営するサイト掲載企業へ就職した者等に対し、移住支援金を支給

④ 移住希望者マッチングコーディネート事業
本市への移住希望者と本市の受入企業や団体とのマッチングを行い、

移住の促進と移住者の定住を図る事業を実施

移
定
住

３ 当初予算における主な事業等
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（２）総合戦略の展開

結
婚
・
出
産

・
子
育
て

⑤ 子育て世帯生活支援事業
安心して子どもを産み育てられる環境整備のため、

妊娠・出産・育児までの切れ目のない総合的な支援を実施

⑥ 保育士就職支援金支給事業
待機児童解消を図るため、新たに就業した保育士に対し支援金を給付

⑦ 居心地がよく歩きたくなる空間形成事業
街づくりの中心的な役割を担う人材を発掘・育成し、官民連携した街づくりを実施

⑧ 地区コミュニティ活性化事業
地区コミュニティ協議会に対し補助を実施

地
域
づ
く
り

３ 当初予算における主な事業等
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（２）総合戦略の展開

⑨ ＳＤＧｓシンポジウム事業
シンポジウムを開催し、広く市民・事業者等へ

ＳＤＧｓについての普及・啓発を実施

⑩ ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム事業
あらゆるステークホルダーとの連携を積極的に図るため、

ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームを構築

⑪ ＳＤＧｓワークショップ事業
ＳＤＧｓの取組みのすそ野を広げるため、ＳＤＧｓワークショップを開催

⑫ ＳＤＧｓフードロスに関する事業
市民生活に身近なフードロスに関し飲食店等と連携した取組みを展開

３ 当初予算における主な事業等
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① 女性・家庭・児童相談事業
～家庭児童福祉の更なる向上を図るため、

子ども家庭相談支援拠点施設を設置するとともに相談員を増員～

② ヤングケアラー実態調査・啓発事業
～ヤングケアラーの実態把握と啓発活動に活用するため、

市内小・中・高校生を対象としたアンケート調査を実施～

③ 地域生活支援事業
～障害者のコミュニケーション手段の理解促進、

普及啓発を図るため、各種講座や手話奉仕員等派遣事業を実施～

④ 障害者相談支援事業
～障害者への相談支援を行う基幹相談支援センターの相談体制を強化～

（３）健やかに生き生きと暮らせるまちづくり【健康・福祉】

３ 当初予算における主な事業等
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① 地球温暖化対策実行計画策定事業
～脱炭素社会の実現に向けて実効性のある施策を展開するため、

地球温暖化対策実行計画検討作業を実施（令和４～５年度）～

② 北薩３消防本部指令センター整備事業
～本市と北薩地域２消防本部による通信指令センターの共同運用に向けた整備を実施～

③ 川内川宮里公園トイレ改修事業
～公園利用者の利便性向上のため、老朽化した移動式トイレの改修を実施～

（４）快適で魅力的な住み続けたいまちづくり【生活環境】

３ 当初予算における主な事業等
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① 経営継承・発展等支援事業
～事業を継承した後継農家の経営発展に向けた取組経費に対し補助を実施～

② 甑島重油流通コスト対策事業
～本土地域と甑島地域の漁業用燃油の価格差分の補助を実施～

③ 新規就農者育成拠点施設整備事業
～新規就農者育成拠点施設地内施設整備に向けた解体等（更地化）を行うとともに、

薩摩川内市農業公社へ同施設研修圃場整備に必要な経費に対し補助を実施～

④ 創業・新産業創出事業（創業支援事業補助金）
～脱炭素やＳＤＧｓに資する創業への重点的な支援を実施～

（５）地域の豊かな個性で活力を生み出すまちづくり【産業振興】

３ 当初予算における主な事業等
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① 内水対策事業
～集中豪雨時に発生する浸水被害等を軽減し、

安全・安心な市民生活を確保するため、排水対策事業を実施～

② 橋梁維持補修事業
～老朽化した橋梁の維持補修や改築を行うための

橋梁長寿命化修繕計画に基づき橋梁の維持補修を実施～

③ 河川管理事業
～水門・樋門等の管理システムを構築し、災害時の情報共有体制を強化～

④ 行政手続オンライン化申請管理システム構築事業
～マイナポータルからオンライン手続を可能とするための申請管理システムを導入～

（６）安全性と利便性の質を高めるまちづくり【社会基盤】

３ 当初予算における主な事業等
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４ 国・県事業の動き

（１）川内港整備の取組み

＜重要港湾川内港の機能充実＞

① 唐浜地区国際物流ターミナル整備事業の整備促進の取組み
■ 令和元年１０月に地方港湾審議会（県）、同年１１月に国土交通省交通政策審議会港湾分科会での
審議を経て港湾計画が改訂された。

■ 令和元年１１月２６日 川内港整備促進期成会設立
■ 令和３年３月 唐浜地区国際物流ターミナル整備事業の国土交通省による新規事業化
■ 本事業の整備促進、早期完成に向け、国土交通省や県に要望していく。
■ 港湾関係の必要予算の確保 （防災減災、国土強靱化対策の促進）

川内港（上空から眺望）

岸壁
(水深12m,

延長230m)(耐震)

航路・泊地
(水深12m,
22.0ha)

ふ頭用地
（5.0ha）

荷役機械（1基）

泊地
(水深12m,
1.1ha)

川内港

唐浜地区

整備要望箇所 18



４ 国・県事業の動き

（１）川内港整備の取組み

② 川内港のポート・オブ・ザ・イヤー２０２１選定

■ ポート・オブ・ザ・イヤーとは
公益社団法人日本港湾協会が発行する情報誌「港湾」による読者投票により、我が国の港湾・臨海部

の活性化に寄与し「みなとの元気」を高めた港湾にその年、全国で唯一贈られるもの

■ 受賞の背景

「市民、地元企業、港湾関係者、行政」が一体となった
「みなとの元気」を創出する取り組みが評価

＜貿易関連＞
・川内港地域活性化協議会による輸出入強化や港利用の企業立地促進
・薩摩國広域輸出促進協議会による近隣の自治体と広域連携による集荷促進
・次世代型林産品輸出システム検討会の川内港背後地の林産品輸出拡大への取組

＜市民生活＞
・川内とれたて市場等での賑わいの創出
・みなとオアシス薩摩川内の登録

＜整備関連＞
・唐浜地区国際物流ターミナル整備事業（国土交通省）の新規事業の採択

令和４年３月１６日 表彰式
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４ 国・県事業の動き

（２）南九州西回り自動車道建設

阿久根川内道路

阿久根ＩＣ～薩摩川内水引ＩＣ間
【 延長＝２２．４㎞ 】

■ 令和４年２月

鹿児島３号網津トンネル新設工事着手

工期 R4.2.9～R5.7.20まで

■ 令和４年度

調査設計、用地買収、工事推進

←大
川

串木野→

市街地
↑

R４.３.３１現在

調査・設計・用地買収・工事推進
調査・設計・用地買収
推進・工事推進

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（仮称）

（仮称）
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４ 国・県事業の動き

（３）天大橋修繕代行事業

■ 全体延長＝約５１８ｍ及びランプ橋６０ｍ
■ 建設年次：昭和５９年度竣工 （３７年経過）
■ 国の直轄診断：平成３０年度
■ 修繕代行事業（国：５５％）：令和元年度 ～ 令和 ６年度（予定）

工事費 ： 令和４年度 事業費 ３７０，０００千円（予定)

※ 代行事業‥ 高度な技術力を要するものまたは高度の機械力を使用して実施することが

適当であると認められるものについて、県又は市に代って国が自ら行う支援策

天 大 橋

修繕代行区間（P4橋脚～P12橋脚）

川内川

■ 通行規制（全面車両通行止め）

令和４年２月 １日（火） ０時００分 ～
令和４年４月２８日（木）２４時００分 【終日規制】

※ 天候や工事状況等により期間を変更する場合有
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４ 国・県事業の動き

（４）甑島縦貫道整備事業
これまでの動き

・ 令和２年度 手打藺牟田港線 芦浜工区（長浜～芦浜）
（約５．０ｋｍ）事業認可

・ 令和３年１２月 道路整備事業住民説明会開催（長浜、手打、鹿島）

甑島縦貫道整備促進期成会

■ 令和３年４月 甑島縦貫道整備促進期成会設立

■ 目的
甑島縦貫道の建設を促進すること

・ 未改良区間一般県道手打藺牟田港線
（長浜～芦浜）の建設を促進すること

・ 未改良区間一般県道桑之浦里港線
（中甑漁港周辺）の建設を促進すること

令和３年４月21日 期成会設立

令和３年10月18日 塩田県知事要望
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